






要約:極小未熟児を対象に、NICU 退院後の再入院について検討し、生活管理上の問題点を

探った。再入院率は 34.6%と高率で、退院後 1年目に危険性が高いが、2年目には有意にそ

の率が減じ、加齢は再入院の危険性を規定する大きな因子と考えられた。再入院をしなか

った例と比較すると、同胞(兄弟)を有する例に再入院が多い傾向にあり、季節的には、晩

秋から冬場にかけて多くなり、夏場に少ない傾向にあった。免疫グロブリンサブクラス

(IgG2)の測定によって、ハイリスクの症例を早期に発見し、その予防あるいは重症化を防

止しうる可能性が示唆された。 


